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研究要旨 看護職配置保育所における慢性疾患をもつ子どもへの対応を明らかにすることを目的

に、看護職配置保育所 11 施設を利用する慢性疾患をもつ子どもの母親に無記名自記式質問紙調査

を行った。44 名の母親から回答が得られた。多くの対応について、8 割から 9 割の母親は満足と

感じていた。一方、比較的満足度の低い対応に関しても、6 割の母親は満足と感じていた。看護

職配置保育所において、看護職がその専門性を発揮し、保育所としての慢性疾患をもつ子どもへ

の対応の充実が図られていることが考えられた。今後の課題としては、症状悪化時や緊急時の対

応の周知、感染症拡大を防止するための場所の確保、嘱託医への相談や主治医・医療機関や外部

資源との連携、他の保護者や子どもへの説明であった。慢性疾患をもつ子どもへの対応について

は、保育所の環境を熟知した医療者の視点が重要と考えられ、看護職の配置数増加や、未配置園

においても嘱託医の活用や、保育所看護職が相談に乗ることができる体制をとることが望ましい

と考えられた。 
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A．研究目的 

 本調査の目的は、看護職配置保育所にお

ける慢性疾患患児への対応について、保護

者の認識の実態を明らかにすることとした。 

B. 研究方法 

 看護職配置保育所 11 施設の利用者 77 名

を対象に、無記名自記式質問紙調査を行っ

た。子どもの疾患が、小児慢性特定疾患に

指定されている母親に、保育所を通じて質

問紙を配布した。 

 子どもの属性として、月齢、性別、現在

の保育所利用期間、診断名、診断期間、必

要な医療的処置などを尋ねた。母親の属性

として、年齢、婚姻状況、就労時間などを

尋ねた。慢性疾患をもつ子どもへの保育所

の対応についての満足度を「とても満足」

から「とても不満足」の 4 件法で尋ねた。 

 倫理的配慮として、研究参加状況や回答
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図 7 治療状況の把握
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の疾患についての必要なことを他の保護者

や子どもに説明するかについても、保護者

の希望を尊重しながら、共に検討していく

ことが必要であると考えられる。 

 2010 年の全国調査においては、25%の保

育所が何らかの慢性疾患をもつ子どもを受

け入れていた【1】。慢性疾患をもつ子ども

の数は増加しており【5】、今後慢性疾患を

もちながら保育所に通う子どもの数は増加

すると考えられる。未配置園においては、

配置園と比較して、医療との連携に保育士

が困難感を感じている【6】。適切な対応に

よって子どもの安全な育ちを支えるために、

保育所での看護職の役割が期待される。よ

って、看護職の配置数増加が望まれる。ま

た、医療機関との連絡や情報提供、主治医

への説明や確認事項については特に、保育

所の環境を熟知した医療者の視点が重要と

考えられるが、未配置園においては、そう

した保健の専門家との連携がないとする保

育士が 4 割であるという報告がある【7】。

未配置園における慢性疾患をもつ子どもへ

の対応にも、嘱託医の活用や、保育所看護

職が相談に乗ることができる体制をとるこ

とが望ましいと考えられる。 

E. 結論 

看護職配置保育所において、慢性疾患を

もつ子どもへの多くの対応について、大多

数の母親は満足と感じていた。看護職がそ

の専門性を発揮し、保育所としての慢性疾

患をもつ子どもへの対応の充実が図られて

いることが考えられた。 

今後の課題としては、症状悪化時や緊急

時の対応の周知、感染症拡大を防止するた

めの場所の確保、嘱託医への相談や主治

医・医療機関や外部資源との連携、他の保

護者や子どもへの説明であった。慢性疾患

をもつ子どもへの対応については、保育所

の環境を熟知した医療者の視点が重要と考

えられ、看護職の配置数増加や、未配置園

においても嘱託医の活用や、保育所看護職

が相談に乗ることができる体制をとること

が望ましいと考えられた。 
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